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１.研究目的

　障害がある子どもをもつ親の心理状態については,Drotar et al.(1975)による段階説や,Olshansky(1962)による慢性的悲嘆説,中田(1995)の螺旋型モデルなどの障害受容といった概念がある.そして,東村(2005)によると,障害がある子どもへの療育(教育)は「障害の克服・軽減」が目的であり,障害児の早期療育に合わせてその子どもの母親に,障害受容を促進するよう支援していくことが必要である(大鐘,2011).このことは,障害を個人・医療モデルから捉えるということでもあろう.

　現在の我が国では,聞こえない子どもに対して聞こえることを目指す教育方法がされ,母親も聞こえない子どもを聞こえるようになるために必死という時期があった.このことは,母親が聞こえないことを個人・医療モデルで受け入れなければならなかったと考えられよう.そのため,様々な問題が生じた (Leigh・Stinson,1991;河﨑,1999 etc ).そのような中,「聞こえないひとたち」を「ろう者とは,日本手話という,日本語とは異なる言語を話す,言語的少数者である」といった「ろう文化宣言」(木村・市田,1995)がされた.これらは,手話を固有言語とし,文化的マイノリティとしての社会・文化的モデルの位置づけであった（澤田,2003）.　

　従って,聞こえない子どもをもつ聞こえる親に対して,社会・文化的モデルの視点も取り入れた支援が必要,と考えられよう.しかし,聞こえない子どもをもつ聞こえる親（主に母親）の心理状態に関する研究は見当たらない.心理状態を把握することなしに,より有効な支援は行えないと考えられる.

そこで,聞こえない子どもを育ててきた母親に,これまでの子育てを振り返り,こころの動きを語ってもらうことにより，母親自身のライフストーリーの中で,聞こえないことをどのように認識していくのか模索したい.それぞれの「語り」に注目する中で,自分とは異なる世界にいるわが子の存在の認識や,聞こえないことそのものの認識はどのように影響し合うのかを社会・文化的モデルから考察したい.

２.研究方法
　聞こえない子ども(10から30代,聴力レベルは軽度から重度まで)をもつ聞こえる母親11名を対象に,インタビュー調査を行った(平成22年から24年).1時間から3時間,ナラティブの方法を用いた半構造化面接により「語り」を得た.分析内容はインタビュー内容から逐語記録を起こし,エピソードごとに区切るという切片化を行った.

３.研究成果

　紙幅の都合上,ここでは詳述できないが,当日のポスター報告では,3名の母親の半構造化面接データ分析結果を提示しながら,それぞれの「語り」について論じる予定である.具体的には,社会・文化的モデルからみた聞こえる母親の「聞こえない」ことの認識の様相を提示する.
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